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文化の日表彰公共交通

【
実
施
時
期
】

平
成
22
年
10
月
〜
平
成
23
年
３
月

【
実
施
方
法
】

長
浜
市
と
滋
賀
大
学
が
共
同

し
て
次
の
よ
う
な
調
査
・
研
究

を
行
い
ま
す
。

【
調
査
・
研
究
結
果
の
公
表
】

平
成
23
年
３
月
以
降
に
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
ま
す
。

【
見
直
し
の
実
施
】

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

平
成
23
年
度
以
降
、
見
直
し
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

【
そ
の
他
】

今
月
中
に
一
部
の
世
帯
に
公

共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

票
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鉄道を活かした湖北地域振興協議会では、運
転免許証を返納された高齢者の人を対象にＩＣ
ＯＣＡカード進呈するキャンペーンを実施して
います。
10月15日現在、受付数は22件（長浜市18件、
米原市４件）となっています。
この機会に、マイカーから公共交通への乗り

換えを検討されてみてはいかがでしょうか。
ICOCA受け取りまでの流れは右のとおりです。

【応募締切】11月30日（火）

■問 都市計画課交通対策室(7６５－６５６２)

■問 都市計画課交通対策室
(7６５－６５６２)

ICOCAカードを
プレゼント！

事前に運転免許証のコピーを取り、警察署で免
許を返納します。（運転免許取消通知書を受け
取ります。）

①返納

窓口にて即日ICOCAをお渡しします（各支所で
お申込みの場合は郵送）。③受取

運転免許取消通知書、運転免許証のコピー、印
鑑を持参のうえ、都市計画課窓口もしくは、浅
井・びわを除く各支所窓口でお申込みください。
※運転免許証のコピーと運転免許取消通知書の
代わりに、運転経歴証明書でも申込めます(返
納時に有料で発行)。

②申込

H

H

市
内
の
公
共
交
通
（
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）
は
、
合

併
以
前
か
ら
の
運
行
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域
に

よ
っ
て
運
行
の
方
法
や
利
用
に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
本
年
度
公
共
交
通
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
市

内
公
共
交
通
の
実
態
や
将
来
の
需
要
動
向
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
い
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
に
向
け
た
包
括
的
な
公
共

交
通
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
立
に
向
け
て

〜
公
共
交
通
調
査
事
業
を
実
施
し
ま
す
〜

公共交通を皆さんで支えましょう
☆市では公共交通を支援して
います
マイカーの普及で私たちの暮らし

がたいへん便利になった一方で、民
間の路線バスは利用者が激減し、多
くの路線で経営が成り立たなくなり
ました。
市は、学生や高齢者の人など、ほ

かに交通手段を持たない人の移動の
手段を確保するため、コミュニティ
バスやデマンドタクシーの運行経費
を補助することで公共交通を支援し
ています。

☆公共交通の存続は
住みよい未来を拓くカギ！
高齢化が進む中、公共交通の役割

はますます重要となります。しかし、
厳しい財政状況の中、公共交通を支
える財源にも限度があります。
市のめざす「持続可能な公共交通」

は、必要とする地域に必要な形の公
共交通を提供し、市民の皆さんが、
少しでも利用機会を増やすことで存
続させていきたいと考えています。
公共交通しか移動手段を持たない人

の暮らしを守るため、マイカー利用の
皆さんも公共交通利用促進について、
ご理解とご協力をお願いします。
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友
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・
・

故
　
田
中
　
英
男
氏
ご
遺
族

(

愛
媛
県
松
山
市)

◆
こ
の
道
ひ
と
す
じ

◆
体
育
の
振
興
に
寄
与

◆
戦
国
武
将
　
田
中
吉
政
の
肖

像
画
を
寄
付
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55
年
に
わ
た
り
、
建
築
板
金
ひ
と
す
じ

に
従
事
。
一
般
住
宅
は
も
と
よ
り
神
社
仏

閣
な
ど
の
特
殊
な
板
金
工
事
を
数
多
く
手

掛
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

「
中
学
卒
業
後
、
京
都
で
建
築
板
金
見
習
工

か
ら
始
め
て
、
こ
れ
ま
で
建
築
板
金
一
筋

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
奈
良
へ
出
か
け
銅

板
加
工
の
技
術
を
見
る
な
ど
、
技
術
を
磨

い
て
き
ま
し
た
。
職
人
は
死
ぬ
ま
で
勉
強

で
す
。
今
後
も
お
客
さ
ん
が
必
要
と
す
る

間
は
こ
の
板
金
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

建
築
板
金
職
人

辻
元
　
典
夫
さ
ん

（
西
浅
井
町
塩
津
浜
）

浜
仏
壇
の
製
造
修
理
ひ
と
す
じ
に
50
年

近
く
精
励
。
塗
師
と
し
て
、
特
に
堅
地
仕

上
げ
の
呂
色
塗
り
を
得
意
と
さ
れ
る
な
ど
、

高
い
技
術
力
を
お
持
ち
で
す
。

「
漆
は
生
き
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

温
度
・
湿
度
な
ど
日
々
変
わ
る
環
境
の
中
で
の

乾
燥
作
業
は
難
し
く
、
毎
日
が
真
剣
勝
負
で
す
。

手
塗
り
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
職
人
魂
と

い
う
か
納
得
い
く
ま
で
一
生
懸
命
に
仕
事
を
し

て
き
ま
し
た
。
職
人
に
卒
業
な
し
。
こ
れ
か
ら

も
自
分
の
技
術
を
磨
き
納
得
で
き
る
も
の
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

浜
仏
壇
塗
師

辻
　
政
雄
さ
ん

（
高
月
町
井
口
）

積
雪
や
ね
じ
れ
に
強
い
在
来
工
法
を
習

得
し
、
木
造
住
宅
建
築
ひ
と
す
じ
に
55
年

間
精
励
。
さ
ら
に
は
、
塩
津
神
社
等
の
改

修
工
事
も
手
掛
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
中
学
卒
業
後
の
修
行
は
厳
し
か
っ
た
で
す

が
、
そ
の
お
か
げ
で
施
主
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
や
め
た
い
と
思
う
時
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
に
な
っ
て
は
辛
抱
し
て
続
け
て

き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
「
町
の
便
利
屋
さ
ん
」
と
し
て
仕

事
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」

大
工横

田
　
弘
作
さ
ん

（
西
浅
井
町
塩
津
浜
）

○
運
行
デ
ー
タ
の
解
析

○
周
辺
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

○
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

○
地
区
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど


